
一般外来で実践する！「ゲーム障害・引きこもり」診察
～ハームリダクションアプローチを用いた関わり方と支援～
白坂　知彦、常田　深雪
手稲渓仁会病院　精神保健科

　近年の依存症治療の流れとして「harm＝害 reduction＝減らす（ハームリダクション）」といった概念が

提唱されている。現在、ハームリダクションの概念は広がり、物質使用や行動嗜癖によって引き起こされる

悪影響（健康被害、社会・経済的悪影響）を行動変容などにより予防または軽減させることを目的とする取

り組み全般の総称と提唱されている。厚生労働省調査にて、ゲーム障害を含むネット依存は421万人（2013

年）と推定されている。ゲーム障害におけるハームリダクションについて、D,Kingらはゲーム使用の強制的

な制限・監視をすることは効果が限定的であるとし、社会的な繋がりや現実世界で価値を得られる活動を

行うこと、節度あるゲーム使用を提唱している。

　手稲渓仁会病院（以下、当院）は、札幌市西部に位置する地域医療支援病院（670床）である。同院精神

保健科では当院では2017年より「ネットのもんだい相談外来」を設置し、精神科医1名、公認心理師1名の

体制で、多くの中高生とその保護者を対象に診療を行っている。患者は①ゲームそのものにのめり込み、過

剰使用となって現実生活に影響を及ぼしているのか、②現実生活で親子関係の不仲や経済的問題、対人

関係など、様々な問題を抱えて、逃避するため、あるいは居場所としてゲームに救われているのかを判別す

ることを意識しており、「生き辛さ表現型のひとつとしてのゲーム障害」となっているケースがほとんどであ

る。そのため受診に際して、保護者には必ず同伴を依頼し、保護者と子どもの関係性に着目して診察を行っ

ている。初診時、たいていの保護者は子どもに対して批判的な態度をとっている。その背景には、保護者自

身の抱える悩みが親子の摩擦に影響している場合も少なくない。そのため、子育ての悩みだけではなく、保

護者自身が抱える不安や悩みにも寄り添いながら、親子関係の改善と再構築を目指して関わることが大切

であると考えている。

　今回の発表では、小規模の体制で外来のなかでゲーム障害の対応にのぞむコツと実際の対応方法や関

わり方など実例を交えて紹介し、私見を述べたい。

教育講演6

特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進（通称：ギフテッド）
‒三重大学附属小学校の実践‒
松浦　直己
三重大学教育学部/ 三重大学教育学部附属学校　企画経営室 / 三重大学・津市子ども教育センター

座長 ： 平山　雅浩　三重大学大学院医学系研究科　小児科 教育講演7 座長 ： 柳生　一自　北海道医療大学　心理科学部

　特定分野に特異な才能のある児童生徒（通称ギフテッド、ただし文部科学省はギフテットという用語の

使用を推奨していない）は、その才能や認知・発達の特性等がゆえに、学習上・学校生活上の困難を抱える

ことがあると指摘されている（文部科学省, 2022）。令和5年度に文部科学省は、「特定分野に特異な才能

のある児童生徒への支援の採択事業」を初めて実施し、三重大学教育学部附属小学校は、その申請内容

が認められて採択された。

　本校の保護者は医療関係者が多い、という特殊要因が絡んでいる影響か、医学や生理学に関心を持つ

児童が多く存在する。その点を活かし、かつ「総合的な学習の時間」を活用し、医学や生理学に特化した講

義（主に講師は三重大学医学部関係者）を6回実施し、講義後に質疑応答の時間を確保する、という形態で

プロジェクトを実施した。

　最終的には研究報告会という形で、講師陣を招いて学会形式で研究発表を行った。難易度としては大学

レベルの発表をする児童は少なくなく、こちらが予想しなかったような展開が複数確認された。

　我々が重視したのは、以下の3点である。①達成度の上限を撤廃する。深化させたいという意欲があれば、

どんなツールを使ってもどれだけ時間を使っても学びを深めてよい。②同様に達成度の下限も設定しない。

興味関心がない領域について深める必要なない。③とことん学ぶ子どもの姿勢や発言、それほど関心を持

たない子どもやその姿勢、相互にリスペクトしあうこと。

　ギフテッド研究は世界中で実施されているが、高IQを有する子どもを追跡した研究では、高IQそのもの

が後の成功を予測することは否定的研究が多い。つまり高い認知スキルを活かすのは、セルフコントロール

や共感性、忍耐力などの非認知的スキルが重要であるという知見が優勢なのである。

　当日は本プロジェクトの詳細を、動画を含めて紹介する。また知能とは何か、高い知能を活かす非認知的

スキルの重要性についても概説する。
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